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英文サイトの作り方（１）

S A M P L E  

海外に向けて英語のホームページを作りたいが…  

インターネットの登場で、中小企業でもＳＯＨＯでも、グローバル市場をターゲットに

仕事ができるようになったことは言うまでもありません。「日本語のホームページをそ

のまま英語に置き換えても通用しない」ということは、本シリーズの冒頭で書きました

が、「海外に向けて英語のホームページを作りたいが、どうしていいかわからない」と

いう声がよく聞かれます。 

そこで、英文サイトの作成および英語表現について説明していきたいと思いますが、

その前にまずはドメイン名についてお話します。  

ドメイン名は覚えやすいものに  

＜ドメイン名＞ 

ウエブサイトを立ち上げる前に、まずそのアドレスであるドメインネームを取得しな

ければなりません。 すでに日本語のサイトがある場合は、そのドメイン名を使い、英

語ページを設けることもできますが、日本語サイトのドメイン名が日本的で日本語を

話さない人にはわかりくいものであれば、英語サイトは別途ドメインを取ったほうがい

いでしょう。 

覚えやすいものを ドメイン名は会社名に限らず、ブランド名や製品名、サービス

内容などでもいいですが、覚えやすいもの、印象に残るものにします。  

アメリカの知人が始めたサイトは、ABC-XXXXX.netというドメイン名を取得してい

ます。私はそこのドメイン名をはっきり覚えていなかったために、ABCXXXXX.comと

入力したところ、まったく別のサイトが現われました。 

そこで、ABCXXXXX.net を入力すると、別の国にあるサイトが現われました。「そ

ういえばハイフンが入っていたな」と思って、３度目でようやく ABC-XXXXX.netにた

どりつきました。 私のようにＵＲＬをうろ覚えで、適当に入れてみる人は多いですか

ら、うろ覚えでもちゃんと飛べるようにしたいものです。 

また、「ドット・コム」という表現が定着しているように、netよりもcomが主流であり、

接尾辞としてたいてい comを思い浮かべるので、できれば com のドメイン名を選ん

だほうがいいでしょう。 
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英文サイトの作り方（１）

S A M P L E  

登録の前にちゃんとチェックをしよう 

＜ドメイン名＞ 

スペルの間違いのないように ドメイン名を登録する際には、スペルの間違いがな

いように気をつけましょう。日本のサイトでは、たとえば、libraryであるべきところが、

liblary になっているなど、l であるべきところが rになっていたり、vであるべきところが

b になっているＵＲＬをよく見ます。そのほかにも、seminar を saminar とつづっていたり、

learning を larning とつづっているものを実際に見たことがあります。 

� 商標に抵触しないもの 

ドメイン名による商標の抵触はアメリカでは問題になっており、いくつもの訴訟が起

こされています。海外に発信する場合、日本の商標だけでなく、海外の商標に抵触し

ないかも調べるべきでしょう。 アメリカの商標は、米国特許商標局のサイト

（www.uspto.gov/web/menu/tm.html）や、

www.mycorporation.com/trademarks/onlinesearch.htm などで無料で検索できます。 

� 競合の調査 

競合会社がどのようなドメイン名を使っているか調べ、似たような名前は避けたほ

うがいいでしょう。 

� 造語は注意 

Amazon.com や Beyond.com などの造語は、ユニークであり商標登録をしやすいで

すが、名前を見ただけで何を提供する会社かがわかりません。知名度を上げるため

のマーケティングに時間とコストがかかりますので、資金の限られたスモールビジネ

スでは、業務内容を反映したもののほうがよいでしょう。  

� 複数の候補を考える 

とくに com の場合、希望する名前がすでに取られている確率は非常に高いのです。

「.com」がすでに取られていた場合、「.net」などほかの接尾辞を使うことが考えられま

す。 日本的な商品を売るのであれば、日本のドメインを表す「.co.jp」を使ったほうが

いい場合もあるでしょう。com が一般的なアメリカでは、co.jp などの国を表わす接尾

辞が付いているほうが「かっこいい」という人もいます。 
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英文サイトの作り方（１）

S A M P L E  

ドメインが１つとは限らない 

＜ドメイン名＞ 

� 複数のドメイン名を登録する 

ドメイン名は複数取得し、どの URLを使っても、そのサイトにたどりつけるようにす

るとよいでしょう。 

たとえば、B2B の業界別コミュニティ、バーティカルネットでは

http://www.verticalnet.com/, http://www.vertical.net/のどちらでも、ワインを販売す

るワイン・コムでは http://www.wine.com/だけでなく、昔の名前の

http://www.virtualvineyard.com/, http://www.virtualvin.com/でもサイトに行けるよう

にしています。 

プールやスパ製品を販売するロングアイランドのパラマウントコーポレーションでは、

アクセス数を増やすために、poolandspa.com、longislandhottubs.com など３つのドメイ

ン名を利用しています。バーンズ＆ノーブルのドメイン名は

http://www.barnesandnoble.com/ですが、長いので http://www.bn.com/でも行ける

ようにしています。 

� ドメイン名の検索 

登録前に、まず希望のドメイン名が使用可能かどうかを検索します。一番簡単なの

は、ブラウザでその URL を入れてみてページが出るかどうかを確認することです。

Under Construction（工事中）の表示が出れば、ドメイン名は登録されており、所有者

がまだページを立ち上げていないということになります。 

検索は、http://www.networksolutions.com/や http://www.register.com/などのドメ

イン名登録サイトや、ドメインなどのインターネットコーディネート団体、InterNICのサ

イト（http://www.internic.net/）など多くのサイトで可能です。 
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英文サイトの作り方（１）

S A M P L E  

ドメイン名の登録  

一般には、ＩＳＰやレンタルサーバ業者が代行してドメインネームの登録や更新をし

てくれますが、自分で行なう場合は、先に InterNIC のサイトで、ICANN（The Internet 

Corporation for Assigned Names and Numbers）に登録している公認ドメインネーム登

録業者のリストを社名、所在国、対応可能な言語名別に閲覧することができます。登

録料金は、通常、２年で 70 ドル、その後、毎年更新時に 35 ドルです。 

インターＱが運営する www.onamae.com（Discount-Domain.com）を使えば、日本語

で com、net、orgのドメインネームの検索、登録ができます。登録料金は２年で 7200

円です。 

co.jp に関しては、直接社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター

（JPNIC） (http://www.nic.ad.jp/)で登録できますが、インターＱ、

www.internic.net/regist.html、http://office.interq.or.jp/などのサイトを利用することも

できます。 なおドメイン名は、すぐにウエブサイトを立ち上げない場合でも、登録して

保管しておくことができます。 

ドメイン名の売買 

希望するドメインネームがすでに登録済みであった場合、上記のサイトで検索する

と、誰がそのドメインネームを所有しているを閲覧できますので、その人に直接連絡し、

譲ってもらえるよう交渉することも可能です。ただし、価格は通常以上の価格を請求さ

れる可能性が高いでしょう。  

また、ドメインネームの売買を仲介するサイトを使うという手もあります。 

DomainMart (http://www.domainmart.com/)、Register.com 

(http://www.register.com/) 、GreatDomains.com (http://www.greatdomains.com/)、 

AfterNIC (http://www.afternic.com/)などでは、ドメインネームのオークション売買が

行なわれています。ただし、価格は数千ドルまたはそれ以上にのぼり、数百万ドルと

いうものもあります。 


